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小学校での外国語教育についての一考察

その2

八重樫 由美

1.はじめに

2002年より､｢総合的学習の時間｣の中で､｢国際理解教育の一環としての

外国語会話等が行われるときには､各学校の実態等に応じ､児童が外国語に触れ

たり､外国の生活や文化などに慣れ親しんだりするなど小学校段階にふさわしい

体験的な学習活動を行う｣ことが､教育課程審議会の答申により可能になった｡そ

して､2000年から前倒しの形で実施する予定の小学校もでてきている｡

昨年は､｢小学校の外国語教育についての一考察｣として､第二言語習得理論か

ら早期外国語教育について考えるとともに､文部省指定の研究開発校の実践と私

自身の実践から､英語活動について考察した｡

本稿では､全国の､文部省指定の研究開発校出身の生徒を受け入れている中学

校の英語教員を対象に行ったアンケートをもとに､研究開発校出身者の生徒の特

徴や､小学校での英語教育に関わる指導形態､今後の取り組み､さらに小学校と

中学校の連携について深く考察する｡

2.アンケート調査

2.1回答者

全国の文部省指定の研究開発校出身の生徒を受け入れている61校の中学校に

アンケートを依頼したところ､27校の64名の英語教員から回答をいただいた｡

最近の研究開発校の出身者を教えている教員と､かつての卒業生を教えた教員

など､状況は様々であるが､それぞれの経験をもとに回答していただいた｡

2.2 内容と回答形式

このアンケートには､①英語能力 ･態度において､研究開発校出身者にあては

まる特徴､②先生方の普段の授業活動 ･内容､③小学校への英語導入についての

賛否とその理由､④ALT (外国語指導助手)とJTE (日本人英語教師)の関

わり､指導形態､⑤小学校での教科書教材の扱い､⑥小学校英語教育へ望むこと､

⑦小学校と中学校の連携､そして⑧国際哩解に通じる英語教育に対する考え､の

項目を設けた｡回答は､選択式のものと､コメント欄での自由記載の形をとった｡

本校では､特に､①研究開発校出身者にあてまはる特徴､③小学校への英語導
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人についての賛否とその理由､④ALT(外国語指導助手)とJTE(日本人英

語教師)の関わり､指導形態､⑥小学校英語教育へ望むこと､そして､⑦小学校

と中学校の連携を取り上げて小学校での英語教育について考察する｡

･2.3 アンケート結果と考察

2.3.1研究開発枚出身者にあてまはる特徴について

最初に､選択の形式で､英語の4技能 (蘭く､話す､読む､書く)と学習意欲 ･

態度 ･関心面について､細かい項目に分けて研究開発校出身者と他の小学校の卒

業生を比べてもらった｡そして､その後で､研究開発校出身者に見られる特徴的

なことを記述してもらった｡ここでは､後半の記述の部分から主なものを取り上

げて考察する｡

特徴的なものは､次のようなものである｡

･外国人に対して偏見や抵抗なく自然に接することが出来る

･他の小学校の卒業生との学力の差はあまり見られないが､英語やALTに慣

れていて授業に意欲的である

･話すことにおいては､積極的であり､興味関心が高いが､書くことに対して

抵抗感を持っているようなところがある

･大きな差ではないが､文字と音のつながりがなんとなくわかっている生徒が

多い

この他にも､先生方の気づいた点として､聞く･話すといった動きのある活動

を活発に行ってきたので､読んだり善いたりする中学の学習活動に､小学校と中

学校とのギャップを感じ､克服出来ない生徒もいるというものがあった｡

全体的には､小学校の時点で､コミュニケーションを図ろうとする意欲や積極

性を育てるという点では､外国人に自然に接したり､英語に慣れ親しんでいると

いう良い面が出ていることを考えると､研究開発校の成果であると取ることが出

来る｡問題点としては､やはり小学校と中学校のつながりにあると思われる｡こ

のことについては､⑦の小学校と中学校との連携の項で考察する｡

2.3.2 小学校への英話導入について

小学校への英語導入については､これまでいろいろな人々を対象に行われたア

ンケートがあるが､今回は､中学校の英語教育に携わり､さらに研究開発校で実

際に英語に触れてきた生徒と接している教員の意見を尋ねた｡結果は､次の通り

である｡
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約8割の教員が賛成の立場を取っているが､その一方で強い反対もある｡賛成

の立場には､条件付きが多く､‡財犬のままでは素直に受け入れられないという様

子が伺える｡

賛成 ･反対の理由として､次のような選択肢を上げ､当てはまるものをすべて

選択し､また必要に応じて､その他の理由を書いてもらった｡

賛成理由:

①小さい時から国際感覚を養うことが出来るから- - - - - ･27

②英語や外国人との交流を通して積極的な態度を身につけられるから- 30

③音声の習得が早いという利点があるから ･･･････････26

反対理由:

④国語である日本語の習得を徹底的に行ってからの方がよいから- - ･4

⑤小学校で英語を教える十分な準備ができるのかということと､

また大きな負担になるのではないかと考えるから･･- ････- ･5

⑥小学校の段階で英語嫌いができるのではという不安を感じるから･･- 4

＼
条件付きでの賛成があるということには前に触れたが､その代表的なものが次

のものである｡

･教師側の準備が整っているのであればよい

･小学校と中学校の関連性を考えて､系統だてたものがあればよい

･教育課程がそれにあわせて変わるのであればよい

また､反対の理由の中には

･小学校段階で能力差が確立してしまう

･子どもにとっても教師にとっても負担になるのではないか

･学校間格差が大きくなるのではないか

･高校入試が変わらない限りは何をやっても難しい

というような現実的な問題も上っている｡
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小学校に英語が導入されるということに､中学の教員がいろいろと考えるのは､

国際理解教育の一環としての英語と､教科としての英語との違いが唆味に扱われ

ているからであると思われる｡研究開発校によって､教科として設定して取りく

んだ学校と､国際理解を全面的に出して取りくんだ学校があり､はっきりとした

形が見えてこないというのもひとつの理由である｡中学校側からすると､それぞ

れの学校の実態に応じての設定なので､それが総合学習のやり方なのであるが､

中学校側からは､なかなか見えてこないものがある｡私自身は､基本的には､小

学校に英語学習･活動が導入されることには賛成であるが､現段階でのスタート

には不安を感じている｡勢いだけで始めてしまうと､最初はうまくいっても､継

続していけるだけの確かな方法や目標がなければ得るものがないのではないかと

考える｡また､現実問題として各学校にALTが配置される可能性が極めて少な

いことを考えると､中学のJTE(日本人英語教師)が小学校に専任として入り､

それぞれの学年のHRT(学級担任)と長期の計画を練り､そして学校で話し合
いを持ち､教員の共通理解を図った上でカリキュラム構成をしていくべきである｡

これは､少なくとも最初の2年は継続されるべきであると考える｡このためには､

地域の教育委員会がまず最初に動かなければならない｡さらに､県レベルでの小

学校の先生への研修も必要になってもる｡実際に､研究開発校の先生方はお互い

の実践を見ることもさることながら､様々な研修に赴き､指導方法や指導内容の

研究を継続していたようである｡

これまで､私は､JASTEC(日本児童英語教育学会)の大会や数々のセミ

ナーに参加してきた｡この学会は20年以上も前から､児童の英語教育の活動を

広げてきたのだが､最初は､私立学校における､教科としての英語教育や個人主

催の児童英語教育の印象があったが､公立学校の英語に関心が向けられ出した当

初から､このテーマに積極的に関わり､効果的な活動の模索を行っている｡ここ

に､多くの研究開発校の先生方が加わり､さらに幅の広いものとなったと感じて

いる｡小学校での指導者については､もちろん話題になるのだが､やはり一番重

要なことは､何を教えるのか､どのようにして教えるのか､ということであった｡

この部分をつめなくては､始めることは出来ないであろうという結論であり､そ

れを提供するぺく多くのワークショップを行っている｡

2.3.3.指導形態-ALT(英番指導助手)とJTE(日本人英帝教師)の関わり一

研究開発校の中には､中学校の英語教師がALTの代わりに専任教師として入

るケースや､ALTの助手役として働くケースが見られたのだが､これに関して

の考えを書いていただいた｡
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指導形態に対しての意見をまとめてみると､次のようになる｡

1)ALTかネイテイヴスピーカーが教えるべき- ･10

2)ALTがメインとなりJTEが助手の形態 - - 9

3)JTE (中学校の英語教師) - ･･7

4)JTEとHRT(小学校の担任) - ･･2

5)ALTとHRT ･- ･1

アンケートの中には､中学校の現実を考えると､小学校へ英語教師が出向いて

指導することが不可能だとして､始めから受け入れない意見あったが､専任とし

て立場がしっかりと確立されるのであれば､小中学校間の連携にもなるので賛成

であるという意見も少なくなかった｡

音声面での指導という点では､ALTやネイテイヴの生の発音に触れることに

大きな意味があるという意見が多くあげられ､クラスを把握しまとめるという点

では､HRTの関わりが重要であるという考え方も見られた｡

昨年､盛岡市内の2つの小学校で､実際に英語を教える機会をいただいたのだ

が､その際､小学2年生のクラスにおいては､HRTに入っていただきティーム

ティーチングの形をとって行ってみた｡私は､JTEとして英語活動を中心に行

い､HRTには活動に参加しながら児童の行動の把握をしていただき､あらため

てHRTの役割の重要性を感じた｡

理想は､ALTに指導に入ってもらうことではあるが､それ以外の形態でも､

工夫と努力次第でうまくいく可能性もある｡また､ALTといった時に､ただ英

語の母国語話者というだけではなく､教職の経験やTES0L等の資格を取得し

ている人であれば､クラスのマネジメントもうまく､児童の年齢に関係なくうま

く活動を行うことが出来ると､自分の経験を通して感じている｡

2.3.4 小学校英青教育に望むこと

実際に､小学校において何らかの形で英語学習が始まった場合､中学校もその

実情を受け止め､柔軟に対処していかなければならない｡これまでの授業を大き

く変える必要はないにしても､小学校での経験を少しでも生かせる有効な方法等

を考える必要が出てくるであろう｡

そこで､小学校の英語教育に望むことを､記述式で自由に書いてもらった｡そ

の中でも多かったものを以下にまとめてみる｡

･小学校と中学校の両校においての､指導内容や方法等の相互理解が必要であ

る

･簡単な日常会話や便利な表現を習得する
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･まずはローマ字 ･アルファベットをしっかり覚える

･コミュニケーション活動を通して､楽しく興味深い授業を展開する

･話そうとする意欲を高められるような指導や活動をする

･フオニックスや音声指導をする

･英語嫌いを作らない

ローマ字が出来ていないという現状も出され､英語の導入の時点でかなり大変

であるという意見も少なくない｡また､実際に小学校で英語に触れてきた生徒が､

音声面でリーダーとなってクラスに良い影響を与えていたり､活動や会話に積極

性を見せているので､これらの利点を大ち別こする意味で､コミュニケーションへ

の意欲や楽しさを中心においた晴動や音声指導を多く取り入れた括動をするのが

望ましいという意見もあった｡

2.3.5小学校と中学校の連携について

前項のアンケートの中で､小学校に望むこととして､小学校と中学校間での指

導内容や方法等の相互理解の必要性が上げられていたが､この小学校と中学校と

の連携は､これまで以上に話題になり､避けられない重要な事柄であると思われ

る｡そこで､この連携について､どのようにしていったらよいか､答えてもらっ

た｡

その結果は､次の通りである｡

･相互理解のための状況･情報の交換をする機会を多く持つ

･授業参観の機会を設定する

･小中一貢のカリキュラムを検討する

･研修会を持つ

･連携は､根本的に無理である

これまでも､小学校､中学校間の交流や連携の必変性を感じていたものの､な

かなか実践出来なかったので､これを機会に､お互いの情報を密に交換すること

が良いという意見が多く見られたのが特徴である｡また､情報交換とともに､お

互いの授業参観や研修会等の機会を持つことを上げている｡お互いの忙しさを考

え､最低限､小学校で扱ったものについての申し送り等があるとよいという意見

も出されている｡一方で､中学校と高校の連携さえ難しい現実を考え､小中の連

携が不可能であるという考え方もある｡

小学校と中学校との交流は､一見､中学校と高校の交流よりもより親密である

ように見えるが､中学校の現状から見ると､年に数回の合同研修会があるにすぎ

ない｡もちろん､地域差があると思われるが､小学6年生の担任と中学の新1年
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生の担任とのつながりが主で､他はお互いによく知らないことが多い｡私は､公

立高校を経て､次に中学校の教師になったのだが､中高の連携も濃いものだとは

思わなかった｡中学3年の担任と高校入試時期の高校との関わりは重要であるが､

その他は接点がないというのが実情であった｡

今回､国際理解教育の一環として､英語学習 ･英語活動を小学校に取り入れる

ことをきっかけに､中学の英語教師が小学校に入るようになると､連携という意

味でスタートできるのではないかと思われる｡

3.まとめ

今回は､全国の研究開発校出身者を受け入れている中学校の英語教員に､実際

に小学校で英語に触れてきた生徒についてのアンケートを実施することで､実態

を知ることが出来たと同時に､様々な観点において､小学校における英語教育に

対する意見を聞くことが出来た｡

研究開発校を卒業した生徒たちは､小学校と中学校との学習活動の違いに､戸

惑いを感じた生徒もみられはしたものの､全体的には､話すことと聞くことを中

心とした活動を通じて､英語に親しみ､かつ外国人と積極的にコミュニケーショ

ンを図ろうとする態度が身についたという成果がみられる｡

小学校での英語教育に望むこととして､色々なことが上げられているが､一番

は､小学校と中学校の連携ではないだろうか｡小学校と中学校での活動に一貫し

たカリキュラムを望みはしないものの､指導方法と内容については､やはり相互

理解が必要であると思われる｡また､何度も強調していることではあるが､最初

が肝心であるから､小学校内だけでの英語のスタートよりも､中学からのJTE
を導入しての出発が良いのではないかと考える｡このことが小学校､中学校の連

携にもつながるという考え方は､多くの先生方の中にもある｡小学校の11騨培とと

もに､これからそれを受け入れる中学校側は､今後柔軟性を求められるであろう｡

最後に､何を教えるノのか､どのように教えるのか､という大きな課題に対して

は､研究開発校の実践や様々なセミナー等を活用しながら､じっくりと取り組ん

でいく必要がある｡

(岩手大学教育学部英語教育専修)
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ノJヽ 学 を更 で 芙 帯 を 学 習 し た 生 徒 の
中 学 校 で の 英 帯 学 習 8こ 関 す る ア ン ケ - ト

1.年飴 ･性別をお教え下さい｡ 20代 30代 40代 50代 男性 ･女性
2.担当学年をお教え下さい｡ 1学年 2学年 3学年
8,全校生徒数をお教え下さい｡ 約 く )名
(そのうち研究開発枚出身者の割合は.‥ ほぼ全長 6-8割 削ぎ半数 4割以下)
4.ALTもしくはネイティブスピーカーとの授業がありますか｡ はい いいえ
｢はい｣とお答えになった方は､その割合をお教え下さい｡ 例:1学叔 1回/過

く ･ )

以下のアンケートでは､研究開発校出身者や､指導法等についてお尋ねしたいと思います｡どの学校
の先生方も､それぞれの現掛 こあった教授法を駆使し､日 努々力されていることと思います｡私自身は､
高校歌書を麓で､専門学校兼予備校講師､そして現在中学教姶となり5年になりますが､まだまだ研究
の余地が多いと考えているところです｡昨年､大学院で研究する機会を得て､半年間は､公立小学校で
英語クラブの実践 (4-6年)､小学2年の普通学政で実習をさせていただきましたが､この子ども逮
が中学に進んだ掛 こ､どのような彰事があり､また､今後小学校 ･中学校はどのように連携を回ってい
くぺ轟かということに関心を持ちました｡
研究開発枚で英語を学習したことのある生徒に限ってお開きするのは大変恐括ですが､小学校で負重
な体浜をした子ども連を受け持つ先生方の､より貴重など意見 ･ご感憩を乗りたくお廉い申し上げます｡
研究開発枚と他校の出身者の問に､すでに此戟できるほどの差がない場合があると思われますが､わず
かなことでもかまいませんので､研究開発枚出身者について感じられたことも記入していただければ幸
いです｡

5.研究開発枚出身者について平均的にあてはまること全てにOをつけて下さい｡他校出身者や例年の
生徒と差が見られない場合は△を､項目とは逆の特故が見られる場合には､×をつけて下さい｡

(17｢学習意欲 ･忠良 ･関心面｣
亡 コ 授業中､積極的に学習する
【 ユ 英語に興味を持っている
亡 コ 英語になじんでいる
r l 教師やALT､ネイティブスピーカーと
溝橿的にコミュニケーションをとろうとす

r コ その他 :㊨ (
⊂ 】 その他 こ② ( .

る

【】 ｢聞 く ｣活動に頼橿的である
【】 ｢話 す ｣活動に肴極的である
【】 ｢蔑む ｣薄井に葡壌的である
⊂⊃ ｢青 く ｣活動に苛壌的である

)
)

位)lrW]く吉真土ング能力が恥 でいる 日 脚くこと細 れft/､る
亡 】 CDやテープから流れる習った美希を聞き取ることが出来る
⊂コAI.Tやネイテイヴスピーカーのやさしい美希をある程度B8き取ることが出来る
⊂ ⊃ 知らない単語の意味を推測することが出来る
r l その他 :① ( )
【 ユ その他 :② ( )

(31｢話すこと｣
【 コ 恥ずかしがらず話す 【 】英語で頼軽的に質問する
⊂ 】 だいたい正しい発音が出来る rJ会話でつなぎ言葉を使うことが出来る
⊂ 】 リズムよく辞すことが出来る 一 】発音に癖がある
⊂ ⊃ 自然な口羽で辞すことが出来る
r ⊃ 自分の考えや感情を美希で伝えることが出来る '
r 】 文法的に正しく話すことが出来る
亡 1 文法的にはあやしいが､意欲的に話すことが出来る
亡 1 その他 ニ① く
⊂ コ その他 :② く
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(4)｢読むこと｣
【 1正しい発音､リズムで音読出来る
【 コ 自然なスピードで音読出来る
【 】 声に出して横庵的に読んでいる
【 1 その他 :① (
【 】 その他 :② (

】
l
一ー

【

r

l

9

内容を考えながら音読することが出来る
内容を考えながら熟議することが出来る
知らない単語の意味を推劫することが出来る

)
)

(5) ｢書 くこと｣
r 】 語句や文を聞いて正しく書き取ることが出来る｡ 【】 文章表現が豊かである｡
r 】 伝えようとすることを簡単な文で香くことが出来る｡ ⊂ 】 スペリングミスが多く､その
【 】 単琴やtF用表現､構文などを覚えるのが早い｡ 中に特敏的なものがある｡
【 】 その他 :① ( )
【 】 その他 :② ( )

6.研究開発校出身者は､小学校では ｢閃く･話す｣の活動を中心にして､中学校で初めて ｢読む･書
く｣¢活動を行ったわけですが､生徒に ｢読む･書く｣ことに対する期待感や戸惑いのようなもの
はありましたでしょうか｡また､中学校で本格的に英語を学習するようになり､生徒の美薄そのも
のに対する興味や学力差のあらわれ等､お感じになることがありましたらお寺き下さい｡

7.普段の授業についてお尋ねします｡

川 以前より会話によるコミェニケ-ション活動が増えましたか｡
【 1 かなり増えた 【 】 やや増えた ⊂ 1 変わらない 【 】 減った

也) 以前より取り扱うようになった教材 ･教具などがありましたらOをつけてください｡
r 】 教科専 【 】 教科春以外の文章教材 【 】 学習プリント
亡l CDやテープなどの音声載材 【 】 VTRやLDなどの映像教材
⊂ 】 写真やピクチャーカード 【 コ フラッシュカード
【 コ その他 :① ( )
【 】 その他 ;② ( )
(3〉以前より取り扱うようになった指導項El･活動などがありましたらOをつけてください｡
【 】 教科書内容盈辞 【 】 文法滑車 ･練習 【 】 音読拍専 ･練習
⊂ 1 発音指導 ･故習 【 】 文字据専 【 】 和文英訳掃尋 ･故習
⊂ ⊃ 自由/条件英作文拍導 ･練習 【 】 会話指導 ･練習 【 】 ゲーム活動
⊂ 】 その他 :㊨ ( )
【 コ その他 ‡② く )

8.小学校における ｢溶合的な学習｣の中に､国際理掛 こ通じる英語教育がありますが､実際に､公立
小学校で行われることについて､どのよう､に思われますか｡あてはまる項目にOをつけて下さい｡

l
】
】
】
l
】
l

l
l
ー
l
【
【

【

由

由

理

理

成

対

賛

反

ー

l
L

J
J

-

J

小さい時から国擦感覚を養うことが出来るから
英語や外国人との交歳を遺して積極的な態度を身につけられるから
音声の習得が早いという利点があるから
その他 :① (
その他 :㊨ (
国語である日本語の習得を徹底的に行ってからの方がよいから
小学校で英語を敬える十分な準備ができるのかということと､また
大きな負担になるのではないかと考えるから

【 コ小学校の段階で英語嫌いがでさるのではという不安を感じるから
r lその他 :① (
【 】その他 :⑧ (
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【 】どちらかというと賛成 理由 :① (
② (

⊂ 】どちらかというと反対 理由 =① (
② (

r 】どちらともいえない

『岩手大学英語教育論集』

9.研究開発校の中には､中学校の英語教師がALTの代わりに専任教師として入るケースや､ALT
の助手役として働くケースが見られましたが､この点についてのご意見をお聞かせ下さい｡

10.中学校から本格的に英語を学習する場合には､教科書を使用して学習していくことは不可欠であ
ると思われますが､公立小学校の英語教育では､特定の教科春がなく体験的な活動を中心に学習
することになります｡/J､学校の学習指導要償が改定され､それに合わせて新しい教科書が準備さ
れるのはまだ先のことですが､教科書教材の取り扱いについて､あてはまる項目にOを､あるい
はその他の意見をお書き下さい｡

【 】教科書は特に必要ない 【 コ活動後に報告舌的なプリントを発行する
⊂ 1学校独自で作成する r 】親子のコミュニケーションのための通信を発行する
【 】市販教材を利用する 【 】その他 :① ( )

【 】その他 :㊨ ( )

また､小学校で英語教育が実施された場合の中学校での指導法や､小学校英語教育に望むことなど
研究開発校の卒業生を受け持たれてお感じになることがございましたら､どんなことでもよろしい
ですのでお香きください｡

11.今後ますます､小学校と中学校の連携に関して､話題に上ることが多くなると予想されますが､
この連携についてどのようにしていったらいいのか､お考えをお冊かせ下さい｡

12.最後に､国際理解に通じる英語教育とはどのようなものであるべきか､お書き下さい｡

お忙しいところ､ご協力いただきましてありがとうございました｡




